
社
会
福
祉
法
人

　栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

　花
山
支
所

〒
９
８
７-

２
５
１
１

　栗
原
市
花
山
字
本
沢
百
目
木
18
番
地
１

【
電

　話
】
０
２
２
８-

56-

２
０
２
８

　【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
０
２
２
８-

56-

２
０
７
８

82

令
和
４
年
２
月
１
日 

発
行

12
月
９
日(

木)

、
花
山
高
齢
者
生
活

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
生
活
支
援

体
制
整
備
事
業
の
取
り
組
み
を
振
り
返

り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
に
、

地
域
支
え
合
い
花
山
地
区
推
進
会
議
と

合
同
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
栗
原
市
介
護
福
祉
課
社
会

福
祉
士
の
佐
藤
舞
氏
よ
り
「
地
域
支
え

合
い
推
進
会
議
（
第
１
層
協
議
体
）
の

取
り
組
み
と
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

に
つ
い
て
」
の
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

次
に
、
花
山
地
区
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
よ
り
「
地
域
支
え
合
い
地
区

推
進
会
議(

第
２
層
協
議
体)

の
取
り
組

み
と
地
域
の
宝
物
」
の
実
践
発
表
を
し

ま
し
た
。

研
修
を
通
じ
、「
共
に
支
え
、
共
に
助

け
合
い
、
共
に
生
き
る
」
地
域
づ
く
り

を
目
指
す
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

12
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、
支

部
委
員
が
花
山
地
区
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
等
の
自
宅
を
訪
問
し
、
安
否
確
認
を

実
施
。訪
問
時
に
日
頃
の
困
り
ご
と
や

手
伝
っ
て
欲
し
い
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
も
と
に
、
12
月
中
旬
、

「
年
末
お
せ
っ
か
い
活
動
」
と
し
て
支
部

委
員
と
地
区
社
協
関
係
者
で
窓
拭
き
や

庭
の
清
掃
等
を
行
い
、
実
施
し
た
方
々

に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

11
月
30
日(

火)

、
石
楠
花
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
交
流

を
図
り
、楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は
「
み
ん
な
と
久
し

ぶ
り
に
会
え
て
嬉
し
か
っ
た
。
来
年
も

会
い
た
い
。
」と
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

集
う
機
会
が
減
っ
て
い
る
中
、
貴
重
な

交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

花山支部事業(社協会費充当事業)

狙いをさだめて！

令和３年度　花山支部・地区社協合同研修会

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
安
否
確
認
事
業

 

及
び 

年
末
お
せ
っ
か
い
活
動

恵
比
寿
学
級

　

花
山
支
部
地
域
支
援
事
業(

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
事
業)

綺麗になりました！

いつまでもお元気で！

この広報紙は、共同募金の配分金により発行しております。



10
月
31
日
（
日
）
、
移
動
研
修
会
で
、

気
仙
沼
・
大
島
方
面
へ
行
き
大
橋
亀
山

へ
登
り
、
現
地
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

研
修
を
通
じ
て
、
被
災
地
の
現
状
を

知
り
、
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、

一
日
も
早
い
復
興
を
迎
え
る
こ
と
を
願

い
ま
し
た
。

11
月
6
日
（
土
）
、
感
染
症
対
策
と
人
数
制
限
を
行
い
、
花

山
小
学
校
児
童
と
各
種
団
体
が
お
互
い
に
企
画
し
た
遊
び
や
創

作
等
の
コ
ー
ナ
ー
を
出
展
し
、
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

今
年
は
児
童
よ
り
初
め
て
取
り
組
ん
だ
「
ぶ
ち
あ
わ
せ
太

鼓
」
が
披
露
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
涙
を
流
す
方
も
。

ま
た
、
児
童
か
ら
地
域
住
民
へ
お
礼
の
言
葉
も
あ
り
、

交
流
だ
け
で
な
く
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
機
会
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
28
日
（
日
）
、
花
山
沢
集

会
所
に
お
い
て
収
穫
祭
を
行
い

ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
大
会
と
し
て

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ス
マ
イ
ル

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
２
種
類
の
ゲ
ー

ム
を
行
い
ま
し
た
。

昼
食
に
は
、
新
米
お
に
ぎ
り

の
品
種
（
①
ひ
と
め
ぼ
れ
・
②
サ

サ
ニ
シ
キ
・
③
あ
き
た
こ
ま
ち
）

当
て
を
行
い
、
ア
ツ
ア
ツ
の
芋

煮
汁
を
食
べ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
集
ま
る
こ
と
が

で
き
、
話
も
弾
み
楽
し
い
交
流

の
場
に
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
地
区
内
の
交
流
で
、

話
す
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た

日
に
な
り
ま
し
た
。

花山沢地区社会福祉協議会
会長　千葉　明美

北ノ前地区社会福祉協議会
会長　千葉　　力

総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ
【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

　
生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
花
山
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
湖
畔
の
里

◆
電
話
相
談

開

設

日 
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

開
設
時
間 
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》 

栗
原
市
社
協
花
山
支
所
　
電
話
：
56-

２
０
２
８

2
月
7
日（
月
）

3
月
7
日（
月
）

開

設

日

開
設
時
間

９
時
30
分
～

11
時
30
分

「おらほの支え合い」教えてください !!」
ご連絡をお待ちしております。
◆社協花山支所◆　☎ 56－2028
　生活支援コーディネーター 千葉　美鈴

第
31
回
花
山
小
学
校
さ
く
ら
岡
ま
つ
り

どの品種も新米は

うまいっちゃな～

地区社協紹介

当日は天候にも恵まれ

ました。

生活支援コーディネーター

み す ず が 走 る ! !
～地域の情報をお伝えします～

スカットボールで

大盛り上がり！！

お詫びと

訂正

くりはらし社協だより第95号（令和４年１月１日付発行）において、一部誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

①令和３年度栗原市社会福祉協議会　特別会員・賛助会員の紹介 追加）花山地区　有限会社花山養殖（特別会員）

②令和３年度「福祉活動に関する標語・ポスター・書道」作品募集 誤）栗駒中学校２年 岡田陽太→正）栗駒中学校３年　岡田陽太

この広報紙は、共同募金の配分金により発行しております。


